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自己紹介

岡本麻里

愛知県出身。

大学卒業後、営業事務・ウェブ編集、専門学

校広報を経験。

2022年10月に大洲市地域おこし協力隊着任。



ミッション
『地域食材の利活用の推進』

⇒肱川ならではの食材で地域の魅力発信

地域食材の発掘・情報収集を行い、その生産者の食材を使用する事

による消費の拡大、生産量の増加、所得の増加を図る取組み

肱川地域で生産していない新しい食材の生産の提案と、受託生産者

の発掘を行い、新たな所得や雇用を生み出す取組み

肱川地域内の飲食店頭で統一したテーマ(ブランド)料理を考察・提供

し、肱川地域のイメージアップと地域の交流人口増加を図る取組み

ア. 

イ. 

ウ. 



地域食材＝野草と定義

• 自然豊かな肱川ならではの食べ物として「野草」を

使った料理を鹿野川荘で提供することを目指す

• 食べられる野草に詳しく、かつ野草が自生する土地

を所有する地元の方と鹿野川荘をつなぐ



鹿野川荘

pH10の温泉や料理が評判の複合

施設。

宿泊客の約半数は四国外から来

ており、特に関西地方からの来

訪が多い。

鹿野川荘外観



pH10のアルカリ性温泉



懐石料理「雅」



使いたい野草

• おいしい

• アク抜きの手間がかからない

• 採取できる量が多い

• 食用になることがあまり知られていない

• 見た目がきれい

• 特に冬に食べられる野草



活動事例

• 情報収集

• 出荷依頼

• 野草料理試作、試験提供



野草について聞き取り

聞き取り対象：道の駅野菜出荷者（2022年1月

～2022年12月）、山菜取りを趣味にしている

地元の方

• 野草は基本的に食べる習慣がない

• 野草はありふれた存在

• 本格的な山菜は町外で採る

⇓

道の駅野菜販売所

情報収集



野草探し

• 里の植物と町の植物が混ざった植生

• 山ならではの植物は多くない

× 山ならではのもの

〇 その辺の草がこんな風に食べられるのか！

⇓

開花期のシャク

情報収集



ホタルブクロ



持ち帰った野草の葉



オトシブミの揺籃（ようらん）



野草の食べ方調査

• アク抜きが簡単な野草は意外と多い

• 野草を食べるリスク（寄生虫、アレルギー

など）

• 薬機法「専ら医薬品として使用される成分

本質（原材料）」に該当する野草を使わな

いように注意が必要

左：ハコベ、右：アブラナ

情報収集



調査用に購入した本



ヤブカンゾウの新芽のバター炒め

ワラビとちりめんじゃこの煮物



ミッション外の活動番外編

• 市内施設見学

• 地域おこし協力隊向け研修参加

• イチゴハウス見学・収穫体験

• かきもちづくり見学・体験

• お酒づくり体験

• 地元小学生への環境教育授業 見学

• ワラビ採り・タケノコ掘り

• ナシの袋かけ・収穫体験

• 豆腐・こんにゃくづくり

• 愛媛大学地域創生イノベーター育成プログラム

（南予）受講



イベント実施

木の実のパンケーキづくり

野草クッキーづくり

野草観察会

ドクダミチンキづくり

野草観察会

クルミのブールドネージュづくり

ヒノキウォーターづくり

野草観察会

11月

4月

5月

6月

10月

12月

2月

4月

2022年

2023年

2024年

野草クッキーの飾り付け

情報収集



木の実のパンケーキ作り（クルミ、スダジイ使用

）



野草観察会で森を遠くから観察



情報提供のポスター作成

情報提供を呼び掛けるポスターを3種類作成

• 夏：ホタルブクロ（花）、ツユクサ（若芽

）、スベリヒユ（若芽・若茎）、ヤブカン

ゾウ（花・蕾）

• 秋：クズ（花）、ヤマノイモ、アケビ、ウ

ド（花・実）

• 冬：ハコベ（若芽）、ツバキ（花）、ノビ

ル（鱗茎・葉）、ユキノシタ（若葉）道の駅ポスター掲

示

出荷依頼









野菜出荷組合へ協力依頼

• 道の駅野菜出荷組合 役員会出席

• 道の駅野菜出荷組合 総会出席

• 総会欠席者への資料送付

出荷する野草についての問い合わせや出荷の申

し出等の反響

⇓

総会で協力の呼びかけ

出荷依頼



総会・資料送付に使った資料



野草料理試作、試験提供

• 不味くて食べられないものは少なかった

• 味にクセがないものが多かった

• 花を使った料理は見た目が華やかで、試験

提供時も好評だった

試験提供用の野草の収穫



収穫した野草について説明



スベリヒユの白和えの調理の様子



クズの花のかき揚げを揚げている様子



調理風景



天ぷらを中心とした野草料理 試食会の様子



ホタルブクロの

花の酢の物 スベリヒユのおかか醤油和え

ヤブカンゾウの花の酢の物
ツユクサの天ぷら



アカメガシワ

の天ぷら

苧麻（カラムシ）と油揚げの和え物

蛸と海老の酢の物

葛(クズ)の花添え

ヤブカンゾウの新芽の酢味噌和え



活動のまとめ

• 野草料理提供の課

題

⇒専門家との連携が必要

同定の困難さ、下処理の手間、数の不安定さ、出荷者の

確保、アレルギー・持病・体質との関係など

…

• 野草料理に関する知識の蓄

積

• 野草出荷候補者1人を鹿野川荘へ橋渡

し

4回鹿野川荘で野草料理試作、5回宴会等での試験提供…



協力隊卒業後も大洲市に居住。

自分なりの形で自然にかかわる活動

を続けていきたいです。

3年間ありがとうございました。


